


「活断層は，最近の地質時代に繰り返し活動し，
①〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 ②〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

将来も活動することが推定される断層を，
③〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

活断層という」 （活断層研究会，1980）

活断層の定義（活断層研究会，1980）と用語

＜用語＞
〇 （地質）断層 ⊃ 活断層 ⊃ 地震断層

〇 震源断層 ←・・（地震断層）・・→ 地表地震断層

① 過去200万年間・50間年間・10万年間 ・・・・反転の場合には？
② どのようにして（累積変位）認定するか ・・・・変位速度・最新活動がわかる
③ 長期的な地震発生の予測（規模・時間）が可能

↓

定義

























3. 活断層の長期評価
ｰ活断層と地震の関係ｰ

日本の活断層の基本的性質

1． 間欠活動性
2． 一様反復性
3． 活動（大地震）の稀発性
4． 動き方（反復・間隔）の固有性

（松田，2003による）

評価の基本の考え

〇 地震の規模は，断層の
長さに比例
長さ約20ｋｍの断層から
Ｍ7の地震

〇 地震の規模は，変位量に
比例
Ｍ7の地震では約2ｍの
変位

（松田，1975による）



データの蓄積・質の向上に伴って，
複雑な動き方・考え方が登場





























まとめ

１． 活断層の研究成果を基に地震の長期評価がすすめられているが、
地表からの資料（位置形状・過去の活動）に加え、地質・地下構造、
地球物理学的な資料をみることによって、より震源断層に近づいた
評価を目指している

２． 仙台平野の南部における新しい活構造を見出す調査が急がれる。
東北地方太平洋沖地震の発生で、地殻応力場が急変したことに伴
って、長町利府断層・双葉断層の相互の関係について明らかにする
ことが急がれよう。


